
表 　指定規則改定の変遷
1989（平成元）年

科目名
時間数

備　考
講義 実習 計

人文科学 90 90 2科目以上
社会科学 60 60 2科目以上
自然科学 90 90 2科目以上
保健体育 15 45 60
外国語 60 60

解剖学 75 90 165
生理学 75 45 120
運動学 45 45 90
病理学概論 30 30
臨床心理学 30 30

リハビリテーション概論 30 30 地域保健学・地域福祉学を含む

リハビリテーション医学 30 30 精神科リハビリテーションを含む
一般臨床医学 30 30
内科学 60 60 老年医学を含む
整形外科学 60 60
神経内科学 60 60 外傷・腫瘍を含む
精神医学 45 45
小児科学 30 30
人間発達学 30 30

理学療法概論 90 90
臨床運動学 30 30
理学療法評価法 45 45 90
運動療法 90 90 180
物理療法 45 45 90
日常生活活動 30 45 75
生活環境論 30 30 リハビリテーション関連機器を含む
義肢装具学 30 45 75
理学療法技術論 60 90 150
臨床実習 810 810

200 200

合　計 2990

1966（昭和 41）年

科目名
時間数
計

基礎科目 物　理 45
化　学 45
医学的心理 45

専
門
基
礎
科
目

基
礎
医
学

解剖学・同実習 255
生理学・同実習 150

病理学 60

公衆衛生 30
姿勢身体構成 45
医学用語 30

臨
床
医
学

医学一般 75

整形外科・一般外科 75
神経筋系障害 150
精神障害 30

救急・消毒 45

専門科目 理学療法 540

実　習 1680

選択必修科目
合　計 3300

1972（昭和 47）年

科目名
時間数

備　考
計

人文科学 90 心理学 45時間を含む
社会科学 90 人間発達 45時間を含む
自然科学 90 物理学 45時間を含む
保健体育 75 うち 45時間以上を実技

解剖学 195 うち 60時間以上を実習
生理学 120 うち 30時間以上を実習
運動学 90 うち 45時間以上を実習
病理学 45
臨床心理学 45

一般臨床医学 90 リハビリテーション概論
を含む

整形外科学 90
臨床神経学 90
精神医学 30

理学療法 うち適当な時間数を実習

　検査測定 60
　運動療法 150
　物理療法 105
　日常生活動作 60

　義肢装具 105

臨床実習 1080

合　計 2700


